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  Nursing Students' Emotional Feelings toward Elderly Persons with Dementia 
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 *** Kitano Hospital, Department of Nursing Administration 
                                              Abstract 
            The purpose of this study is to examinenursing students' emotional feelings toward 
        elderly persons with dementia and to discover how they change through clinical practice. 
       Eventually it is hoped that the faculty can find some suggestions helpful in guiding and 
        supporting nursing students assigned to care for elderly persons with dementia. 
           Eight nursing students were interviewed and asked to describehow they had felt about 
        elderly persons with dementia during their clinical practice. Their verbatim descriptions were 
        analyzed through the Kawakita Jiro method (a. k. a. the affinity diagram method)and
        classified into the following six categories ; "be surprised by unexpected behaviors,""feel
        frustrated when unable to communicate," "feel happy when accepted," enjoy being together," 
        "have a sense of fulfillment through learning the key to providing care" and "feel pity for 
        elderly persons with dementia." 
           The nursing studentswere trying to control their emotional feelings while perplexed by 
        offensive remarks and refusals of elderly persons with dementia. They need to be supported
        by the faculty so that they can recognize and express their own emotional feelings. In 
        addition, the faculty should have an opportunity for sharing the students' reflection upon the
        source of their emotional feelings and the content of care. 
        Key words : elderly persons with dementia, nursing students, emotional feelings
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〔原 著〕
認知症高齢者に看護学生が抱いた感情
西 村 美 里*,大 町 弥 生**,中 山 由 美***
【要 旨】 本研究の目的は,臨地実習で認知症高齢者を受け持 った看護学生がどのような感情を
抱いたのかを明 らかにすることである。 そ して,認 知症高齢者を受け持つ看護学生の指導や支援
の一示唆を得ることである。
8名の看護学生に対 して臨地実習で認知症高齢者を受け持 った際に感 じたことについてインタ
ビューし,KJ法を用い分析 した。 その結果,【予期しない言動にびっくりする】【思いが通 じな
く,も どか しい】 【受け入れてもらえて嬉 しい】 【一緒にいることが楽 しい】【ケアのポイントに
気付けて,充 実感がある】【認知症高齢者は可哀想】の6カ テゴリーが抽出された。
認知症高齢者に攻撃的発言や拒否反応を示され,困 惑 しなが ら看護学生は感情のコントロール
をしていた。 そのような学生には,ま ず感情を表出 ・認知させるような関わりが教員には求めら
れる。 そして感情が生じた根源や,高 齢者の心身の状態について学生 と共に考える時間を持つこ
とが必要であると考えた。
キーワー ド:認知症高齢者,看 護学生,感 情
1.は じ め に
わが国の高齢化はますます進んでおり,病院で患者
というとその大半が高齢者ということも少なくない。
厚生労働省は,認知症高齢者の推定人口推移1)として,
2005年は205万人 で あ り,2015年には302万人,
2035年では445万人と推計 している。これは予測で
はあるが,こ の数値が現実化すれば認知症ケアのニー
ズはさらに高 くなり,看護師は認知症ケアに関 しての
知識 ・技術を当然のように求められると考えられる。
しか しなが ら,認知症の症状はその出現状況や背景に
個人差がある2)ため,テ キス ト通りのケアの実施がで
きないことも少なくない。そのため,臨床にてエキス
パー トとして働 く看護師はもとより,看護学生は認知
症高齢者 と接するうえで不安や困惑を多 く抱いてい
る3)。
研究者は看護学生の時の臨地実習において,精神状
況が穏やかな状態から,急に怒 りを呈するなど態度の
変わる認知症高齢者の対応に困惑 した経験がある。臨
地実習で看護学生が認知症高齢者 とコミュニケーショ
ンが円滑にとれないことによる混乱や,認知症の症状
に捉われすぎて学生の価値観 との間にズレが生 じ否定
的感情を抱 くことがある4)。このような感情を抱き続
けることは,患者 と接するにあたってケアする側から
壁をつくることになり,対象者が何 らかの信号を発 し
た時に鋭 くキャッチが出来ず,対象の理解 はより困難
になると考えられる。看護 は患者 と関わることで様々
な感情にさらされる感情労働であり,看護師が自らの
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感情に気付 くことは,感情の対称性を通 して患者の感
情に気付 くことにもなる5)。
認知症高齢者に対 して看護師が抱 く感情や学生が困
難感を抱 く場面についての研究はある3,6)が,困難感
以外にどのような感情を抱 くのかという質的研究はほ
とんどない。
そこで臨地実習において看護学生が認知症高齢者に
対 しどのような感情を抱 くのかについて探り,学生が
どのように学んでいくのかについても検討することに
した。このことは看護学生の認知症高齢者に対する思
いを理解することにも繋がると考えた。
て,量 的研究では研究者が意図とする感情の明確化が
困難であると考えたためである。
1.研究対象者
以下の条件をすべて満たす看護学生8名 を対象者と
した。
1)領域別臨地実習において認知症である高齢者を受
け持ったことがある。
2)看護に関する資格を有 していない。
3)病院などで認知症高齢者と接するようなアルバイ
トを しておらず,そ の経験もない。
用語の操作定義
【感情】 広辞苑では"感 情"を 物事に感 じて起こる気
持ち。状況や対象に対する態度あるいは価値づけをす
る心的過程としている。また看護学大辞典においては
外界の事物,他 人の言動を知覚することによって引き
起 こされる快,不 快などの気持ちをいい,多 様な心的
状態の総称であるとしており,欲求と並んで意欲や思
考,行 動を起させる要因ともなると定義 している。心
理学では情動または主観的に体験された気分のこと,
幸福感,悲 哀,恐 怖,怒 りなどであるとしている。
そこで本研究では"感情"を 看護学生が認知症高齢
者 と接する上で,主 観的に体験 した気持ち ・気分とす
る。
【認知症高齢者】 厚生労働省は 「痴呆」 に替わる新た
な用語には 「認知症」 が適切であると報告 している7)。
看護学大辞典では,老年痴呆 は65歳以上に発症 した
ものとしている。そして先進国では一般に,65歳以
上を高齢者とすることが多 く,同様の区分で国勢調査
が行われているものがほとんどである。それをもとに
本研究では認知症高齢者を65歳以上で認知症のため
に日常生活が困難となり,入院 している者とする。
II.研 究 目 的
臨地実習で認知症高齢者を受け持った看護学生が,
対象者に対 して,ど のような感情を抱いたのか明 らか
に して,認 知症高齢者を受け持つ看護学生に対する指
導方法の示唆を得る。
皿.研 究 方 法
2.デ ータ収集期間
平成19年4月27日 か ら8月2日
3.調査方法
半構成的面接法を用いた。対象者1人 に対 して1時
間程度の面接時間を設け,臨地実習で認知症高齢者を
受け持 った際の感情を以下のインタビューガイ ドに
沿 ってイ ンタビューした。また,同 意を得てインタ
ビューの内容を録音 し,逐語録としたものをデータと
した。
4.イ ンタ ビューガイ ド
1)認 知 症高 齢者 と接 す る中 で,喜 び ・悲 しみ ・怒
り ・苦悩 ・不安な どの感情を抱 いた場面 につ いて。
2)抱 いた感情の変化 につ いて。
5.デー夕分析方法
KJ法を用いて以下の手順で分析を行 った。逐語録
より,認知症高齢者と接する場面の中で対象者の感情
が語 られている部分を抽出 し,その内容を歪めること
な く簡潔にコー ド化(表 札作り)し,コ ー ド内容に共
通性のあるものを並べた。並べた ものを端か ら読み,
その後お互いに親近感のあるもの同士を集め,小 チー
ムを編成 した。その小チームをまとまりごとに命名 し
た(サ ブカテゴリー抽出)。さらにサブカテゴリーの
内容に共通性のあるものを,ま とまりごとに命名 した
(カテゴリーの抽出)。
分析の過程で,共 同研究者間の意見が一致するまで
検討,意 見交換を行った。また質的研究をしている研
究者,認 知症ケアの研究者に随時意見を求め,検討を
した。
本研究は質的記述的研究方法を用いた。それは単純
ではない人間の感情をデータとして収集するにあたっ
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6.倫理的配慮
研究の趣旨を口頭および紙面にて説明 し,承諾を得
た上で面接の日時を対象者のスケジュールに合わせて
決定 した。面接の前には,対象者の受け持った認知症
高齢者と対象者自身の名前は伏せプライバ シーの保護
を確約 した。そして研究協力は自由意志であり研究途
中で中止 しても構わないこと,面接実施にあたり学業
に支障を来たさないように日程などを配慮すること,
本研究で得た情報は研究目的以外には使用せず,録 音
などで得たデータについては研究終了後破棄すること
を説明 し,同意書を用いて同意を得た。録音について
も対象者の同意を得てから行った。
面接はプライバシーが確保され,他 者の目を気にせ
ず発言出来る部屋で実施 した。
IV.結 果
1.対象者の概要
8名の対象者から協力が得られた。性別はすべて女
性で,平 均年齢は約21歳,す べての対象者が大学3
～4年 次の3週 間の領域別実習の中で認知症高齢者を
受 け持った。対象者の中には認知症高齢者を2名 以上
受 け持った者が2名 いた。認知症高齢者はすべて病院
に入院 しており,終 日寝たきりではな く,脳血管障害
などによる言語障害はない。
2.カ テゴ リーの抽出
逐語録か ら認知症高齢者 と接 した対象者の感情 は,
310コー ド,23サブカテゴ リー,6カ テゴ リー抽出 さ
れた。 カテゴ リーは 【】,サ ブカテ ゴ リー は 『』 で
表現す る。 また斜体 は主 な生 データを示 し,()は 研
究者が状況を よ りわか りやす くす るため に対象者 の語
りを補 った部分で ある。以下 にカテ ゴ リー,サ ブカテ
ゴ リーにつ いて説明す る(表1参 照)。
1)予期 しない言動にびっくりする
【予期 しない言動にびっくりする】というカテゴ
リーは,『緊張 して立ちすくむ』『患者の言動が怖 く,
縮こまる』『言動にぎょっとする』『行動障害が気持
ち悪い」の4つ のサブカテゴリーから抽出された。
対象者が全 く予測 していなかった言動を認知症高
齢者がとったため,それに驚きどのように対応すれ
ばよいのか困惑 している感情である。
『緊張 して立ちすくむ」
・一回ダンゴ（髪 の毛を結 った部分）の所掴 ま
れて,”外れ ますから,髪 ば止めてく ださい"っ
て思った。（対象者が しゃがん で認 知症高齢者の）
靴履かせようと思ったときに下向いたら,患者の手
がダ ンゴを掴 ん でいて"ど うしよ う"みた いに
思った。(対象者ば声 を出せない状態だ った）
表1認 知症高齢者に看護学生が抱いた感情 ()は コ ー ド数
カ テ ゴ リー サ ブ カ テ ゴ リー
予期 しない言動にびっくりする
緊張 して立ちすくむ(13)
患者の言動が怖 く,縮 こまる(20)
言動にぎょっとする(15)
行動障害が気持ち悪い(5)
思いが通 じなく,もどかしい
患者の安全確保が出来なくて困った(3)
実習の進行が思い通 りにならない(24)
ケアが途中で中断 した(14)
自分のことを無視されているように感 じる(13)
患者の考えが理解出来ない(18)
援助の方法がこれでいいのか迷 う(22)
受け入れてもらえて嬉 しい
学生に対 して微笑んでくれた(10)
ケアをして患者が喜んでくれた(11)
会話が弾み噛み合 った(15)
学生 といると落ち着いた(12)
一緒にいることが楽 しい 一緒にいることが楽 しい(6)
分かりあえたのに別れは寂 しい(3)
ケアのポイントに気づけて,充実感がある
普段は見 られない患者の一面を見つ けた(24)
その人に合わせたケアの工夫が出来た(26)
患者をステレオタイプでみていることに気づいた(17)
スタッフだとケアが上手 くいく(10)
認知症高齢者は可哀想
認知症高齢者は可哀想(5)
患者に対するケアが不十分(17)
ケアが未熟で申し訳ない(7)
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『患者の言動が怖 く,縮 こまる』
・実習最終 日に,経 週観察の必要性があったけ
ど、行く度 に「何 しに来たん?怖いこと して。」
だましてるんやろ?こ ん なん して 面 白い
か?」 って言われた。それ に対 しての言葉かけが
出て こなくて,”どうしよう"っ て思った 。看護
師さんは血 圧測ってきて って何回も言うし,その
度（血 圧測定のために訪室する度にそれ を言わ
れるか ら,病室 に行く のばすごく"気 が重 か っ
た"。患者さんに慣れた もあ ったから余計
仁辛か つた。
『行動障害が気持ち悪い」
・粉薬ば,一回 で嚥下が出来る ように注意 して
た（見守って いた）けど,それ でも吐き出 してた
りしてた。（吐き出す様子 を見て） 汚いって,思っ
た。そして"ど うしよう"と思った 。
2)思いが通 じ合わずもどか しい
【思 いが通 じ合わず もどか しい】とい うカテゴ
リーは,『患者の安全確保が出来なくて困 った」『実
習の進行が学生の思い通 りにな らない』『ケアが途
中で中断 した』『自分のことを無視されているよう
に感 じる』『患者の考えが理解出来ない」『援助の方
法がこれでいいのか迷 う』の6つ のサブカテゴリー
から抽出された。
対象者 と認知症高齢者の互いの考えや思いが通 じ
合わず,援助が思 うように進行 しなかったり,認知
症高齢者に合 ったケアの方法が分からず,も どかし
く感 じている状態である。
『実習の進行が学生の思い通 りにならない』
・足浴 を実施 しよ うと計画を して,靭一番で
「今日足浴 しましょうね?」 って聞いた時は ,「う
ん！ やろ一」 って言われて た。でも準備 して,
「準備してきま したよ一」 って訪室 すると, もう
やらん」 って言われた。さっき やるって言った
のに！"と,思って,それは困った 。
『ケアが途中で中断 した』
・（日中）ずっと歩 き回 ってるか ら休憩 しなく
てはいけ ない と思 ったけ ど,歩く 事が好 き（な
人）やし,患者さんの歩 きたい っていう気持ち を
満た してから休憩時間 にするぺきと思った 。そこ
の見極め（ が難 しか った） ……「歩き週ぎてるか
ら座り ましょうね」 って言っても,なかなか座 っ
てくれなか った。
『援助の方法がこれでいいのか迷 う」
・(認知症高齢者は）痛くても痛い と言えない
し,表情から しか読み取る しかなか った……どこ
まで踏み込んだらいい のかわからなくて ……看護
師さんとか先生が（い つも側 で）見てい る状態 で
はないから,自分一人 で判断 しなくはいけ ない
し,何かあ ったら問題 になるから（不安だ った）。
・すごい怖くて ,患者さんは（ ご飯の時だけ）
表情が変わる人だ った。すごく怒 った表情 になっ
てて……（学生は配膳 するのに）お盆持った まま
硬直して……その人の前 では自然に「持って きま
したよ」 って言うけど、患者 さんの顔を見たら怖
か った。無表情 であ っち行 って,という ようなこ
とを感じて,"ど うしたらいいの?"って思った 。
（もし何かきつい事を） 言われたら,ど う対応 し
たら いかわからなか った。それが分からないか
ら,余計に怖か った。自分のとる行動で患者 さん
か怒 っていたのか,介 助の方法も合ってるのか,
間違ってるのかも分か らなか ったから,"これは
患者さんに 合ったやり 方なのか?"って思ってた 。
3)受け入れてもらえて嬉 しい
【受け入れてもらえて嬉 しい】というカテゴ リー
は 『学生に対 して微笑んで くれた』 『ケアをして患
者が喜んでくれた』『会話が弾み噛み合った』『学生
といると落ち着いた』の4つ のサブカテゴリーから
抽出された。
認知症高齢者の反応から対象者の行 ったケアや対
象者を受 け入れてもらえたと感 じ,嬉しい気持ちに
なった状態である。
『学生に対 して微笑んでくれた』
・(実習の）一日目以外に,二日目,三日目 で
も,朝,患 者の所に行 ったら緊張する……朝一番
の緊張 しているところで,笑顔で迎えて もらえた
時が一番嬉 しか った。認知症の人だ から,（学生
を呼ぶ時に） 名前 で言われた事もないし,多 分そ
んなに覚えて ないと思うけど,笑 顔で迎え入れて
くれたのが一番嬉 しか ったかな。
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『会話が弾み噛み合った』
・その人は コミュニケーションが取りづらい人
だ ったのね。私が何か言ったとしても意味不明な
ことが返 ってきて ……実 習最終日 に,「私今日 で
終わりなので・・…」 と（ しゃがん で）挨拶 してい
たら,い きなり抱きついてくれて「頑張り や～」
と言ってくれた 。それ 一番嬉 しか ったな。
・レクリエーションで花の形に 折 った折り紙 を
台紙に貼 るということをした時 に（患者は細かい
動 きが困 難 な様子 だ ったが）,「あ ～花,綺 麗
や！」 と,なかなか笑顔 を見せ ない人が、 花を見
たら,ず っと笑顔 でいて嬉しかった 。
『学生といると落ち着いた」
・金曜日 に,「土日は来れ まぜんが,来 週月曜
日に来ますので …」 と言ったら,「忘れんと来
てください よ」って 言っても らえたことは嬉 し
か った。一番(嬉し かった出来事） だと思う 。怒
る（ことのある人や）けど、そればっかり でもな
い……時と場合によるけど,受け入れて もらえる
のが一番嬉 しか った。拒否されたくないという思
いがあ ったから,受け入れても ら えた時ば嬉し
かった。
4)一緒にいることが楽 しい
【一緒にいることが楽 しい】 というカテゴ リーは
『一緒にいることが楽 しい』『分かり合えたのに別れ
は寂 しい』の2つ のサブカテゴリーから抽出された。
認知症高齢者 と一緒にいる瞬間が楽 しいと感 じて
いたり,意味の分からない発言を認知症高齢者が し
ていたとしても,逆にそのことに興味を持ち面白い
と感 じていた。
『一緒にいることが楽 しい』
・(訳の分か らない話)そ うい う話 を聞く のが
面白か った。面白いな って思った 。
・（認知症高齢者の希望 で） レクリ エーション
でお絵かきをすることにな ったけど,"この人描
けるのかな?"と思い なが らペンを渡 して……私
が どうやってレクリエーションを進めたらいい の
か分からなか った。「何描きますか?」 と尋ねた
ら,患者 さんも戸惑っていて 。最終的に 丸を描く
ことにな って,そ のは 丸 を上手く描けて なか っ
たけど,一 緒やってそれが楽しかった 。
・私の中での高齢者像ば,自分よりも立場が上
の人 って感じ なのね。患者さんば高齢で,本当は
尊敬 しなくては いけない人 なのに,自 分か親心み
たい なものを抱いて しまう時があ った。風船 バ
レーをしている時に,"あ 一頑張れ頑張れ” とい
うようにひいき目 で見て しまうことがあ った。
5)ケアのポイントに気付 けて充実感がある
【ケアのポイン トに気付 けて充実感がある】とい
うカテゴリーは,『普段は見 られない患者の一面を
見つ けた』『その人 に合 ったケアの工夫が出来た』
『患者をステレオタイプで見ていることに気が付い
た」 『スタッフだとケアが上手 くいく」 の4つ のサ
ブカテゴリーから抽出された。
認知症高齢者の思いや考えが分かってきたことで
個別性のある看護が行えていな くても,ケアのポイ
ントに気付けて喜びを感 じていた。
『普段は見 られない患者の一面を見つけた」
・病室が分からなぐなる人やから,レクリエー
ションを棄ねて折り紙 を病室の入り口 のところに
貼った（患者さん と）。散歩 に行く 前 に一緒に
飾 って,「ここが病室の目印 ですからね一」 と確
認 して散歩 に行った。帰 って来た時に「 さっきこ
れ作りましたね一」 って言 ったら,「うん！」 っ
て言 って,(病室 が わか らなく なることなく）
帰 った。（その時は） すごく嬉しか った！達成
感みたい な感じ 。自分のやったことに対 して反応
が得られた し,自分の期待 する効果が得 られた。
『その人に合 ったケアの工夫が出来た』
・はじめは,いつトイレに座 ってもらったらい
いのか,ど うやって促した らいいのか分からなく
て……でも2週目 には,（患者が)ち ょっと早足
にな ったり,休 憩 を促 して も拒否 する時に,
「じゃあ先にト イ レに行きま しょうか」 と促 した
ら,座 ってもらえて 一発 で（排泄)してく れるよ
うになって ……ぞういう変化か見えてく るように
なったから,「ずっと接 してきて良か ったな」 と
か,「分か ってくれ て良かった」 という……(気
持ちだ った）。
・（足がだるいと言って,食事 を中断 して しま
う人に対 して）食事介助の前に温庵法をしたら,
最後まで自力摂取 してもらえて嬉し か った。師長
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,（グル 一プの） 皆 で「良 か っ
たね」 って喜 び合えた のは嬉し か った。
『患者をステレオタイプでみていることに気が付
いた」
・認知症 であってもご飯食べ るし,排泄 するし,
普通に笑う。私た ちと変わらん人間（ であること
に気付かされた）。
・ナースステーションで歌の本を見て,私は 毎
日民謡を覚えて 次の日に歌 った。（患者さんが）
知ってたら私の口 ずさんだ後に歌ってくれ たのが
嬉 しか った。だから次 の日も 新 しい曲 を覚えて
行 っていた。"これも歌えるんだ、 あれも 歌える
んだ"と思 った。
『スタッフだとケアが上手 くいく』
・（患者が他者 に見せ る）笑顔 を比較 して し
まって,悲 しくなるときもある。例えば、 可愛い
OTさんに見せる笑顔と 私に見せ る笑顔は違った 。
"この人に対 しては凄い笑顔 だな"と思った
。私
はそれでどの程度（自分 のことを）認識 している
のかを測 って しま う。(OTさんには 見せ る笑顔
を学生は 見せ ないから） よく見たら,そ のOT
さんは患者 さんのことをよく気にかけて るし,い
つも何か話 しかけて た。
6)認知症高齢者 は可哀想
【認知症高齢者 は可哀想】というカテゴリーは,
『認知症高齢者は可哀想』『患者に対するケアが不十
分」 『ケアが未熟で申し訳ない』 の3つ サブカテゴ
リーか ら抽出された。
認知症高齢者に対 して疾患に罹 ることは可哀想で
ある,ケ アが十分でないと同情 しており,時を共に
することで,認 知症高齢者の日常がみえるようにな
り,日中のほとんどをベッド上で過 ごす生活は自分
だったらなりたくないと感 じている。
『認知症高齢者 は可哀想』
・(実習の初日に認知症高齢者を見た時） ずっ
とベッドに寝たきり で,ベ ッドの位置も,窓側では
なか ったし,光も当たらないし,ず っと天井見て
いるだけ で,"この人に と って何が楽 しいだ ろ
う"って思った 。"こんな状態にしていていい の
か な"とも 思 って,それ が悲 しか った。”年を
とったらこんな風に なって しまうのか"って思っ
た。"何もしなくても 一日を週ごぜるものなのか,
今の私だったら我慢出来ない"と思った。
『患者に対するケアが不十分』
・入院していることば,辛い し不満もあると思
うし……だ ったら孤独 を感じ さぜない ような温か
い看護をすべきなのに（良い 看護が出来て ると
ば感じられ ない 。 やるぜなか った。 でもそれが
果たして他の病院に 行 ったからとい って,孤独感
がなぐなるか って言ったらぞうではないと思う。
『ケアが未熟で申し訳ない』
・(知らない うちに）怪我 をされて ,私 がずっ
と側にい たのに気付かなくて 。い つできたのかも
知 らなくて,受け持たせて もらっているなら,気
付 ぐぺきや し……看護師 さんも（認知 症高齢者
の）妹 さんも「あなたのせい ではない」 って言っ
てくれたけど,"申 し訳ないな"っ て思って 。（認
知症高齢者で,介助の必要な認知症高齢者を受け
持つのは）始めてやった し,恐々やっていたから
注意 してた し……誰もい ない ときに,「本当に 申
し訳ない です,痛か った ですよね?」 と謝りに
行ったら,患者 さんが涙目 になってずっと首振ってくれて
,それも 嬉 しか った。救われた。私の発
言をどれだけ 理解して首を振 ってくれたのかは分
からないけどそれ で救われた。
V.考 察
1.カテゴリ._間の関連
今回抽出されたカテゴリーには,図1の ような認知
症高齢者に看護学生が抱 く感情の動 きや過程が考えら
れた。
実習が始まり認知症高齢者 と接するようになると,
学生は予測 しなかった認知症高齢者の攻撃的発言や理
解できない発言に対 して 【予期 しない言動にびっくり
する】。それと同時に関わりの日が浅いために認知症
高齢者の考えや気持ち,性格 ・生育歴などが把握 しき
れず,援 助をしても期待 した結果が得 られない,時 に
はケアが途中で中断することがあり,学生は 【思いが
通 じなく,もどかしい】感情を抱 く。そして共に過 ご
す時間の中で,笑顔があり,ケアを喜んでもらえたこ
とで自分を受け入れて もらえたように感 じ 【受け入れ
て もらえて嬉 しい】と思 う。また認知症高齢者と接す
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る時間が多 くなること,学生が認知症高齢者に寄 り添
うことで 【一緒にいることが楽 しい】と感 じ始める。
さらに認知症高齢者の生育歴や日常生活の様子が把握
できて くると,普段は見 られない良い一面を発見 し,
またケアの工夫の方法が分か り 【ケアのポイントに気
付 けて充実感がある】という思いを抱 く。 これら5つ
のカテゴリーは一方通行ではなく,認知症高齢者 と接
している間,絶 えず循環 していると考えられる。
家族の面会がない,一一日中天井を眺めるだけの生活
状況を目の当たりにすることによって 【認知症高齢者
は可哀想】という感情を看護学生は常に抱いていた。
2.認知症高齢者に看護学生が抱 く感情と学び
1)否定的な感情の存在
【予期 しない言動にびっくりする】【思いが通 じ合わ
ず,も どかしい】 という否定的で不安定な感情を実習
の1週 目から2週 目前半に学生 は抱いていた。このよ
うな感情を看護学生が抱 くのは,認知症特有ともいえ
る徘徊 や攻撃的言動,危険行為などを指すBPSD(Be-
havioral　andpsychological　symptoms　ofdemen-
tia.)が存在 していることが原因であると考える。看
護学生が認知症高齢者に対 して対応困難と感 じた場面
にはBPSDの発症が認められる3)。これにより,こ れ
まで講義やマスメディアを通 して認知症についての知
識を深めていても,BPSDの出現には個人差があり,
その内容は奇妙な言動であるため,初 めて体験 した看
護学生は驚きの感情を先に抱 くと考える。本研究にお
いて 『患者の言動が怖 く縮 こまる』 『行動障害が気持
ち悪い』 という驚 きや困惑の感情の背景 にはBPSD
の出現があったと考える。また看護学生が認知症高齢
者の生活歴や性格,現 在の日常生活状況や発言内容の
意味などを把握出来ていないことが考えられる。そし
て関わりの時間が短いために人間関係の形成が不十分
で,認知症高齢者のニーズを把握するまでに至 らない
ことも考えられる。看護学生は実習初期に身体機能に
着 目した看護を行い,中期から個別の気持ち ・心理状
態に着 目した看護,後 期には人としての本質を捉えよ
うと学びが進展する8)。今回研究の対象 となった看護
学生と認知症高齢者が関わる時間は3週間であり,こ
の期間で認知症高齢者のすべてを理解することは困難
と考え られ,驚 いたり,も どか しい気持ちを抱 くのは
実習初期だけとは限 らず,ケ アのポイ ントが一つ見つ
かっても,ま た新たな困惑が出現することが安易に予
測され,否 定的な感情として存在 していた。
2)肯定的な感情の存在
本研究で看護学生は 【受け入れて もらえて嬉 しい】
【一緒にいることが楽 しい】という肯定的な感情 も抱
is
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くことが明 らかになった。看護学生 は自分の言動に対
して期待する反応を認知症高齢者が示 してくれるかど
うか,不安 と緊張 した状態で認知症高齢者の病室を訪
れる。訪室 してみると,笑顔で迎えてくれる認知症高
齢者があり,看護学生は安堵 して笑顔を返す。 このよ
うな時学生は 【受け入れてもらえて嬉 しい】 という感
情になる。 ここには相互作用が働いているのではない
かと考えた。Milton　Mayerroff9)はケアを行 うにあ
たって,相手に対 してケアできなければならない能力
と同様に,受 け手 もまたこのケアを受容で きる状態で
なければならないとしている。つまり,初めか ら笑顔
で迎えて くれた認知症高齢者には学生のケアを受け入
れる準備が出来ていたとも考え られる。認知症高齢者
もまた学生同様,初 対面の人や見慣れない人と合 うの
は緊張する。 もしその状態で強張った表情をした学生
が訪室すれば,お互いの距離間はますます縮まらない。
また 【一緒にいることが楽 しい】と学生は感 じている
が,こ れは看護学生が認知症高齢者に寄 り添い,家族
を見守るような思いで認知症高齢者に関心を持ったた
めだと考え られる。このような肯定的な感情を抱 くこ
とで,看 護学生は認知症高齢者の新たな一面やケアの
糸口を発見することができ,個性ある人として捉える
ことができたと考えられる。
3)認知症高齢者を受け持 った看護学生の学び
本研究結果の 【ケアのポイン トに気付けて充実感が
ある】の中には 『患者をステレオタイプでみているこ
とに気付いた」 とあるが,田 中ら10)は看護短期大学の
1・2年生はマスメディアや講義などから,認知症高
齢者に対 して 「やや否定的」 「どちらで もない」 とい
う負の受容感情を抱いている。そして3年生になると
臨地実習の影響を受けて 「やや好意的」か ら 「好意
的」の正の受容感情を抱 くとしている。 このことから
『患者をステレオタイプでみていることに気付いた』
はやや否定的からやや好意的で肯定的な感情へ移行 し
ている段階 と考える。 これは,認知症高齢者には個性
があると理解できたことになるため,認知症高齢者を
全人的に理解するチャンスであり,対象のニーズに即
した看護を行 うことに近づ く過程である。
【認知症高齢者は可哀想】という同情する感情 は,
認知症高齢者と接する上で常に抱いているものと考え
られた。田中ら 10)は,認知症高齢者 との接触において
「お世話するのは大変」「自分はこんなふうにはなりた
くない」「かわいそう」「もどかしい」などの感情を,
看護学生全般が抱き,こ の感情は初対面後に残 る印象
強いものであるとしている。本研究における可哀想と
いう感情には2通 りあった。1つ 目は認知症高齢者の
生活の様子が寂 しい状況について可哀想 と思 ったケー
スである。2つ 目に学生は認知症高齢者から攻撃的発
言や存在を否定されるような発言を受けても,怒りを
抱 くこともなく一度は受け入れようとしていた。認知
症高齢者は介助を得なければならない立場で,自立 し
た生活を送れない,可哀想な人であるという思いがあ
る。すなわち認知症高齢者を心理的側面か ら理解 しよ
うとしている様子である。
さらに 【認知症高齢者は可哀想】は 『患者に対する
ケアは不十分』 『ケアが未熟で申 し訳ない」 によって
構成されており,ケアが不十分であるというのは,ケ
アする側への感情である。また 『ケアが未熟で申 し訳
ない」という感情は,学生が認知症高齢者に寄り添い,
自分 と近 い存在 と認識 し,少 しで も心地よい生活を
送って欲 しいという願いの表れである。これらの感情
が学習意欲に繋がる機会となっていくと考えられる。
また,患者との関係作りにおいて,ま ず自分の感情
に気付 く事が大切である11)。学生 自身が,自 分が今ど
のような感情を抱いているのか,そ の原因は何なのか
を考えることで,そ の先にある患者の気持ちや考えに
近づ く。認知症高齢者が怒ったような顔を していて,
自分は嫌われているのではないかと思った看護学生が
自分の感情に気付き,なぜ認知症高齢者は怒るのか,
そこには何か認知症高齢者にとって不快な状況や環境
があったのではないかと振り返り,アセスメントする
ことが,ケ アを学ぶ過程であると考える。
3.学生の感情コン トロール
学生 は嬉 しかった出来事について笑顔で語 っていた
が,【予期 しない言動にびっくりする】【思いが通 じな
く,も どか しい】経験をしているため,【一緒にいる
ことが楽 しい】 【受け入れてもらえて嬉 しい】 という
感情を自覚するまでは,不安を持ち自己の感情をコン
トロールしていた。 さらに看護学生は,認知症高齢者
の表情を怖いと感 じながらも平然 と感情をコントロー
ルして対応 しようとしていた。
武井12)は看護師が感情的になることを禁じ,抑制す
ることを求める規範がこれまでの考えではあったと述
べている。また一般的に看護師の感情 コントロール法
として武井13)は,微笑みで明るさを演出したり,悲 し
い表情をしてみせるといった表層演技 と,自 らの感情
を押 し殺 したり,奮い立たせたりして,自分の感 じ方
そのものを加工 しようとする深層演技があるとしてい
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る。本研究の対象者か らのデータの中にも,昼食の配
膳時に認知症高齢者が怒ったような表情を しており,
学生 はそれを怖いと自覚 しなが らも笑顔で接 していた。
看護師が患者への感情表現を模索する中で,適 切な感
情を持とうとするとしている14)ことと類似 しており,
本研究の看護学生 も,認知症高齢者のもとを訪室する
ことに苦痛を感 じなが ら,感情のコントロールを して
実習に臨んでいたことが考え られる。
4.臨地実習で認知症高齢者を受け持つ看護学生へ
の支援
看護学生に対する指導について,嶋 田ら6)は,学生
が解消できなかった困難感に対 して,教 員や指導者が
一緒 に振り返 りを行い,患者の言動の意味を考える機
会を持ち,教育的に関わっていかなければならないと
している。看護教員は,学生が体験 している状況を的
確に把握 しつつ,受 容的態度で接するなかで,一 個人
として認知症高齢者を共に理解できる関わりが不可欠
である10)。すなわち学生が吐露 し易い雰囲気作 りや,
感情を表出 しやすい関わ りが教員や指導者の役割であ
る。教員や指導者は看護学生の抱 く否定的感情が肯定
的感情に近づ くようプロセスレコー ドで振 り返 り,自
己の傾向に気付 くために刺激することも重要な支援二で
ある。
実習が中期になると認知症高齢者の普段の生活やケ
アするタイミングが掴めて くる。学生が実施 した温竃
法がきっかけで,認知症高齢者が自力で食事を全量摂
取 し,それをグループメンバーや指導者と喜び合えた
ことが嬉 しいと感 じた出来事があった。実習での喜び
を共有することで,学 生はより充実感を感 じられ,ま
た自分の行 うケアに自信が もてるようになる。
以上のことから,看護学生が否定的,ま たは肯定的
どちらの感情を抱いている場合であっても,まず感情
を表出させる関わりが教員や指導者には求められる。
実習中の日々のカンファレンスや,テ ーマカンファレ
ンスの場面で 「学生が困 ったこと,悩んでいること」
を説明させたり,個人面談の中で学生の気持ちを受容
的に受け止あ,支援することが大切である。
VI.結 論
本研究は,認知症高齢者に対 して看護学生が抱いた
感情として 【予期 しない言動にびっくりする】 【思い
が通 じなく,も どか しい】 【受け入れてもらえて嬉 し
い】【一緒にいることが楽 しい】【ケアのポイ ントに気
付けて充実感がある】 【認知症高齢者 は可哀想】 の6
つのカテゴリーを抽出した。
1.看護学生は自分の否定的な感情に対 し,感情のコ
ントロールをしなが ら,臨地実習に臨んでいた。
2.認知症高齢者に対 して看護学生の抱 く否定的 ・肯
定的感情は,絶えず動いている過程があった。
3.臨地実習のカンファレンスや個人面談の中で,肯
定的 ・否定的感情を抱いた看護学生に対 して,そ
の感情を表出させる関わりが教員 ・指導者には求
められ,表 出された感情を受け止め,そ の根源を
一緒 に探る支援が必要となる。
W.本 研究の限界と課題
本研究の研究者はインタビュー技術が未熟であるた
め,デ ータ収集などにおいて限界がある。そして対象
者は一看護系大学の8名 の女子学生 という限定 した
データにとどまっているため,今後は男子学生か らも
データ収集を行い,よ り多方向か ら認知症高齢者に対
する感情を明 らかにしていくことと,学生への具体的
な支援を明確にすることが課題である。
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